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種類：FG – Field Goal / PC – Penalty Corner / PS – Penalty Stroke 

【戦評】
川棚高校のセンターパスで試合が開始された。序盤から激しい攻防が繰り広げられる。お互いにカウンターからチャンスを得るも堅い守
備に阻まれ得点できず、第1クオーター終了。第２クオーター開始早々川棚高校がPCのチャンスを得るも得点できず。その後も川棚高校
ペースで試合が進む。６分再度川棚高校がPCを得る。３番竹邊のフリックシュートが決まり先制する。８分１点を返したい山陽高校にPC
のチャンス。しかし、パサーのミスから川棚高校のカウンターになる。スピードに乗った攻撃からシュートをたたみかける。最後は１０
番前田のセンタリングを２番福本が滑り込みながらのリバースタッチで豪快に決め追加点。さらに勢いに乗る川棚高校は３０分PCのチャ
ンスを得るがここは得点できず前半終了。
山陽高校のセンターパスから後半戦が開始された。山陽高校はスクープを起点に攻撃を組み立てる。川棚高校は８分右サイドのドリブル
からPCのチャンスを得るが、得点することができない。川棚高校は巧みなドリブルからチャンスを作る。４４分、山陽高校は右サイドの
フリーヒットからPCのチャンスを得るも得点にはならない。第３クオーター終了間際、川棚高校は力強いクロスからPCを得るが得点する
ことはできない。第４クオーター開始早々山陽高校はPCのチャンスを得るが、川棚高校１番田口の好セーブに阻まれ得点することができ
ない。なんとしても得点が欲しい山陽高校は積極的にプレスをかけてゴールを狙う。５９分、５番中野のドリブル突破からPCのチャンス
を得ると、混戦を３番衛藤が押し込み１点差とする。残り１分、激しく攻守が入れ替わる白熱した展開となるが、川棚高校の気迫のこ
もったディフェンスが１点を守りきり、２－１で試合は終了した。

山陽高校 59

川棚高校 22
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チーム 時間 チーム チーム得点 得点 得点

18 18 梅山　廣翔

16 16 山本　建留

17 17 松本　昂大

14 14 西浦　賢一

15 15 米澤　柊斗

✓ 12 村 井　斗 歩 ✓ 12 吉岡　克哉

13 ✓ 13 北川　潤一

✓ 10 前 田　晴 紀 ✓ 10 樽本　滉征

✓ 11 竹 邊　尚 希 ✓ 11 奥本　康太郎

8 18 8 山崎　勇星

✓ 9 前 平　祥 希 ✓ 9 原　翔馬

✓ 6 浜 田　恋 音 ✓ 6 中島　響希

✓ 7 有 馬　圭 亮 ✓ 7 貴舩　大和

✓ 4 木戸川　慶次 4 金村　隆太

✓ 5 藤　川　　空 ✓ 5 中野　可惟

✓ 2 福 本　敦 史 ✓ 2 中島　匠

✓ 3 竹 邊　和 希 ✓ 3 衛藤　凛
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✓ 1 田 口　和 輝 ✓ 1 森本　康介
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試合番号 備　考 時　間 場　所 ピッチ

7 男子 1回戦 12:40 立命館ホリーズスタジアム スタジアム 人工芝（W）
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